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会

基
調
講
演

「
第
８
次
医
療
計
画
に
お
け
る
在
宅
医
療
の

体
制
構
築
と
医
師
会
連
携
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者
へ
の
期
待
」
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医
療
体
制
構
築
状
況
の
共
有
」
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ン
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服
部

美
加

氏

新
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県
医
師
会

在
宅
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー

市
川

賀
津
子

氏

静
岡
県
医
師
会

シ
ズ
ケ
ア
サ
ポ
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ト
セ
ン
タ
ー

新
屋

洋
平

先
生

沖
縄
県
医
師
会

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

現
在
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
第
８
次
医
療
計
画
で
は
、
在
宅
医
療
の
体
制
構
築
に
か
か
る
指
針
と
し
て
、

在
宅
医
療
の
圏
域
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
医
療
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
担
う
医
療
機
関
、
在
宅

医
療
に
必
要
な
連
携
を
担
う
拠
点
を
位
置
づ
け
る
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
介
護
連
携
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
と
な
る
、
第
８
次
医
療
計
画
の

内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
に
お
け
る
現
状
や
今
後
の
方
向
性
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
医
療
介
護
連
携
の
道
を
探
り
ま
す
。

二
〇
二
三
年
二
月
十
一
日
（
土
）
十
三
時
～
十
六
時
半

開
催
日
時

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
使
用
）

開
催
方
法

主
催

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
連
携
実
務
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

募
集
対
象

参
加
費

申
込
方
法

在
宅
医
療
及
び
医
療
介
護
連
携
に
興
味
の
あ
る
方
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

※

特
に
医
師
会
に
て
医
療
介
護
連
携
に
関
わ
る
業
務
に
取
り
組
む
実
務
者
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
法
人
会
員
：
千
円

当
法
人
非
会
員
：
二
千
円


